
二
カ
年
ぶ
り
に
蘇
る
、
上
杉
家
の
精
神
に
思
い
を
馳
せ
て

上杉神社稽照殿
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク

※内容は各回異なります ※入館料がかかります

７.26日、８.23日
９.13日、11.22日

上杉神社稽照殿館長  角屋由美子

14:00-時間

場所

開催日

10.23     26

9.9水、10.14水、11.11水

主催／宗教法人 上杉神社稽照殿主催／宗教法人 上杉神社稽照殿

〒992-0052 米沢市丸の内１-４-13
TEL ／ 0238-20-6295　FAX ／ 0238-24-5775
info@uesugi-keishoden.jp

上杉神社 稽照殿

甲
冑
・
兜

　
修
理
記
念

上
杉
景
勝
公

直
江
兼
続
主

従金 月

10.25日13:30 -16:30
講
演
会

重要文化財「色々威腹巻」修理記念シンポジウム

伝国の杜 ２階大会議室 1,000円
80名

※当日、席に余裕があればお入りいただけます。

受付開始
9.1（火）-

お申込は
コチラ

佐藤登美子氏
（文化庁美術学芸課工芸品部門 文化財調査官）
伊東　哲夫氏（公益財団法人渡辺美術館学芸部長）
西岡　文夫氏（西岡甲房代表）

日時 先着
会場 入場料

共催／米沢市　後援／山形県

休 館 日

会 　 場

特 別 展 示
重要文化財
上杉謙信所用
色々威腹巻

上杉神社
稽照殿
公式HP

山
形
県
指
定
文
化
財

上
杉
景
勝
所
用

「
紫
糸
威
伊
予
札
五
枚
胴
具
足
」（
部
分
）

山
形
県
指
定
文
化
財

上
杉
景
勝
所
用

「
紫
糸
威
伊
予
札
五
枚
胴
具
足
」（
部
分
）

天
正
一
九
年

六
月
二
〇
日

上
杉
景
勝
宛

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

（
部
分
）

天
正
一
九
年

六
月
二
〇
日

上
杉
景
勝
宛

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

（
部
分
）

伝直江兼続所用
「鉄錆地塗六十二間筋兜
（愛の前立）」

伝直江兼続所用
「鉄錆地塗六十二間筋兜
（愛の前立）」

重要文化財
「浅葱地花葉文緞子胴服」
（伝直江兼続所用）

重要文化財
「浅葱地花葉文緞子胴服」
（伝直江兼続所用）

重
要
文
化
財

「
太
刀
　
銘
　
助
宗
」

重
要
文
化
財

「
太
刀
　
銘
　
助
宗
」

講
　
師

宗教法人 上杉神社稽照殿
〒992－0052米沢市丸の内１－４－13

上
杉
神
社
稽
照
殿
蔵 

夏  

秋
の
優
品
展

時 　 間 9:30    16:00（最終入館 15:45）

 7.11     9.8
 9.10    11.10
11.12    11.25

土 火

木 火

木 水

それぞれの
展示資料で
展示期間が
異なりますので
ご注意ください。

詳しくはHPを
ご覧ください

9.10    11.10木 火

11.12    11.25木 水

9.10    11.10木 火

7.11

9.8

土

火

展 示 期 間

展 示 期 間

展 示 期 間

展 示 期 間



主な展示資料
展示期間が
異なりますので、
ご注意ください。

一般       700円（650円）/高大学生 400円（350円）/
小中学生 300円（250円） ※（　 ）は20名以上の団体料金

　
上
杉
神
社
で
は
令
和
六
年
、
七
年
度
の
二
ヵ
年
で
、
上
杉
謙
信
所
用

の
重
要
文
化
財「
色
々
威
腹
巻
」、
上
杉
景
勝
所
用
の「
紫
糸
威
伊
予
札

五
枚
胴
具
足
」、
童
具
足
の「
素
懸
水
浅
葱
糸
威
腹
巻
」、
伝
直
江
兼
続

所
用
の「
鉄
錆
地
塗
六
十
二
間
筋
兜（
愛
の
前
立
）」の
修
理
を
行
い
ま

し
た
。

　
令
和
八
年
夏
〜
秋
の
展
覧
会
で
は
、「
紫
糸
威
伊
予
札
五
枚
胴
具
足
」

と「
鉄
錆
地
塗
六
十
二
間
筋
兜
」の
お
披
露
目
を
、
下
記
の
と
お
り
展

示
期
間
を
限
っ
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
十
月
二
十
五
日（
日
）を
は
さ

む
四
日
間
、
十
月
二
十
三
日（
金
）〜
二
十
六
日（
月
）は
、
上
杉
謙
信

所
用
の
重
要
文
化
財「
色
々
威
腹
巻
」の
特
別
展
示
も
行
い
ま
す
の
で

必
見
で
す
。

　
豊
臣
秀
吉
か
ら
拝
領
の
桐
紋
を
梨
子
地
に
蒔
絵
で
配
し
た
上
杉
景
勝

所
用
の
甲
冑
は
、
巾
着
形
の
変
わ
り
兜
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
正
面

に
大
型
の
木
製
金
銀
箔
押
の
前
立
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
金
の
日
輪
を
銀

の
瑞
雲
が
受
け
る
意
匠
中
央
に「
毘
沙
門
天
王
」「
日
天
大
勝
金
剛
」「
摩

利
支
尊
天
」の
神
号
を
、
金
銅
板
を
切
り
抜
い
て
鋲
留
し
て
い
ま
す
。

構
造
が
独
特
な
胴
は
、
佩
楯
用
の
丸
頭
の
鉄
黒
漆
塗
伊
予
札
を
、
紫
糸

で
家
地
と
と
も
に
綴
り
合
わ
せ
た
五
枚
胴
で
す
。
袖
は
籠
手
と
一
体
化

し
た
仕
付
袖
と
な
っ
て
い
ま
す
。
脛
当
に
は
上
杉
家
の
竹
雀
紋
が
据
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鉄
錆
地
塗
六
十
二
間
筋
兜（
愛
の
前
立
）は
、
降
り
積
も
っ
た
塵
・

埃
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
払
わ
れ
、
美
し
い
姿
を
取
り
戻
し
ま

し
た
。
ま
た
、𩊱
の
威
糸
が
切
れ
て
落
ち
そ
う
な
危
険
な
状
態
か

ら
回
復
し
ま
し
た
。
兜
は
筋
兜
で
、
正
面
に
眉
庇
を
付
け
、
前
立

は
赤
銅
の
雲
文
金
具
に
、「
愛
」の
一
字
を
透
彫
に
し
て
鍍
金
を
施

し
、
鋲
留
に
し
て
い
ま
す
。𩊱
は
、
上
杉
家
伝
来
兜
の
特
徴
と
さ
れ
る

二
段（
二
重
）𩊱
で
す
。「
愛
」の
意
味
は
愛
宕
権
現
も
し
く
は
愛
染
明
王

と
い
っ
た
、
戦
勝
の
神
の
名
の
頭
の
一
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

●JR米沢駅から２km　●市内循環バス｢上杉神社前｣下車
●市内循環バス学園都市線｢上杉神社前｣下車
●東北中央自動車道米沢中央ICから約４km

アクセス

ま
き  

え

し
こ
ろ

ま
び 

さ
し

し
ゃ
く
ど
う

と  

き
ん

あ
た  

ご  

ご
ん
げ
ん

あ
い
ぜ
ん 

み
ょ
う 

お
う

す
か
し
ぼ
り

た
け
に
す
ず
め
も
ん

す
ね  

あ
て

は
い  

だ
て

お
ど
し 

い
と

き
ん
ち
ゃ
く
な
り

び
ょ
う 

ど
め

な
し  

じ

7.11     9.8土 火

9.10    11.10木 火

11.12    11.25木 水

い
ろ
い
ろ
お
ど
し
は
ら
ま
き

む
ら
さ
き 

い
と
お
ど
し  

い   

よ  

ざ
ね

て
つ
さ
び  

じ  

ぬ
り
ろ
く 

じ
ゅ
う  

に  

け
ん
す
じ 
か
ぶ
と

す 

が
け
み
ず
あ
さ 

ぎ
い
と
お
ど
し
は
ら
ま
き

米
沢
駅

上
杉
神
社

米
沢
中
央
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

伝
国
の
杜

米
沢
市

上
杉
博
物
館

至
喜
多
方

至
白
布

松
川

羽
黒
川

至
山
形

至
福
島

米
沢

市
役
所

13

N ナ
セ
B
A

上
杉
神
社

稽照殿

G
oogle

マ
ッ
プ

入 館 料

甲冑・兜
　修理記念

上
杉
景
勝
公

直
江
兼
続
主

従

1

3

2

重要文化財「鑓　銘　城州埋忠作／文禄二年十二月日」
重要文化財「太刀　銘　助宗」
天正１９年６月２０日　上杉景勝宛　豊臣秀吉朱印状
天正１９年６月２０日　豊臣秀吉掟書
重要文化財「長巻　無銘（伝則包）」

1

2
3
4

山形県指定文化財　上杉景勝所用「紫糸威伊予札五枚胴具足」
　　　　　　　　　伝直江兼続所用
　　　　　　　　　「鉄錆地塗六十二間筋兜（愛の前立）」
文禄４年８月３日　豊臣秀吉御掟追加 
特別展示　１０.２３金～１0.２６月
重要文化財　上杉謙信所用　「色々威腹巻」

5

6

重要文化財「服飾類　伝上杉景勝所用」
白地菊文綾襟唐織胴服
白地雷文牡丹唐草文綸子襟繍胴服
重要文化財「浅葱地花葉文緞子胴服」（伝直江兼続所用）
慶長１９年１０月１６日　徳川秀忠軍法

7

8

ご  

ま
い
ど
う  

ぐ  

そ
く

7

83

2

6

5

1 4


